
３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 導入 
（１）前時までの学習内容を確認する。 
① 運動やスポーツを行う必要性や楽しさがあること。 
② 運動やスポーツには，「する，みる，支える，知る」の多様な関わり方があること。 

 
２ 展開 
（１）運動やスポーツには，「健康」「競争」「交流」などの多様な楽しみ方あることについて
理解する。 
① 運動やスポーツには，どんな楽しみ方があるかたくさん考える。 

 
 
 

 
② 「健康」「競争」「交流」に分類する。 
楽しみが重なる複合的なものもあることも知る。 

③ 同じ運動やスポーツでも，楽しみ方は様々であることを考える。 
 
（２）「誰もが楽しめる運動・スポーツ」の企画について考え，発表し合う。 
① 目的や年齢，性別の違い，障がいの有無などの視点を与え，考えさせる。 

 
 

 
 
② 継続した運動やスポーツを実践していくためには，「仲間」「空間」「時間」 
を確保することが有効であることを知る。 

 
３ 終末 
単元のまとめと振り返りを行う。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習内容】 
○世代や機会に応じて，生涯にわたって運動を楽しむためには，自己に適した運動やスポー
ツの多様な楽しみ方を見付けたり，工夫したりすることが大切であること。また，健康を
維持したりする必要性に応じて運動を実践する際には，体つくり運動の学習を例に，体を
動かすことの心地よさを楽しんだり，体の動きを高めることを楽しんだりする行い方があ
ること。競技に応じた力を試す際には，ルールやマナーを守りフェアに競うこと，世代や
機会に応じてルールを工夫すること，勝敗にかかわらず健闘を称え合う等の行い方がある
こと。自然と親しんだり，仲間と交流したり，感情を表現したりする際には，互いの違い
やよさを肯定的に捉えて自己やグループの課題の達成を楽しむ等の仲間と協働して楽し
む行い方があること。（知） 
○運動やスポーツが多様であることを理解することや，意見交換や学習ノートの記述など
の，思考し判断するとともにそれらを表現する活動及び学習を振り返る活動などに積極的
に取り組むこと。（学） 

自分，まわりの人，体育の授業や部活動など，い
ろいろな立場や場面からの楽しみ方をたくさん出
し合えるようにしましょう。 

 

パラリンピックの種目や，ゆるスポーツ，超人スポーツなども紹介し，
スポーツの意味あいは広範囲になっていることを，知ることで発想も広
がっていくことが期待できます。 

 

個人自分の考え 
  ↓ 
グループ考えの交流 
  ↓ 
全体考えの共有 
 
の流れで考えを 
深めさせましょう。 

 

 

 

 

単元の目標，単元の評価規準をもとに単元を構想しましょう。 

【単元構想】   

単元名 Ｈ 体育理論 第２学年 運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方 

単 

元 

の 

目 

標 

（１）運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方について，理解することができ
るようにする。 

（ア）運動やスポーツは，身体の発達やその機能の維持，体力の向上などの効果や自信の獲
得，ストレスの解消などの心理的効果及びルールやマナーについて合意したり，適切な
人間関係を築いたりするなどの社会性を高める効果が期待できることについて理解で
きるようにする。 

（イ）運動やスポーツには，特有の技術があり，その学び方には，運動の課題を合理的に解
決するための一定の方法があることについて理解できるようにする。 

（ウ）運動やスポーツを行う際は，その特性や目的，発達の段階や体調などを踏まえて運動
を選ぶなど，健康・安全に留意する必要があること。 

（２）運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方について，自己の課題を発見し，
よりよい解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝えることができるようにする。 

（３）運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方についての学習に積極的に取り
組むことができるようにする。 

単 
元 
の 
評 
価 
規 
準 

知識・技能 
思考・判断・
表現 

主体的に学習に 
取り組む態度 

①運動やスポーツは，心身両面への効果が期待できることについ
て，理解したことを言ったり，書いたりしている。体との関連で
は，発達の段階を踏まえて，適切に運動やスポーツを行うこと
は，身体の発達やその機能，体力や運動の技能を維持，向上させ
るという効果があることや食生活の改善と関連させることで肥
満予防の効果が期待できることについて，理解したことを言っ
たり，書いたりしている。 
心との関連では，発達の段階を踏まえて，適切に運動やスポー
ツを行うことで達成感を得たり，自己の能力に対する自信をも
ったりすることができること，ストレスを解消したりリラック
スしたりすることができること，などの効果が期待できること
について，理解したことを言ったり，書いたりしている。 
②体力や技能の程度，年齢や性別，障害の有無等の様々な違いを超
えて，運動やスポーツを行う際に，ルールやマナーに関して合意
形成することや適切な人間関係を築くことなどの社会性が求め
られることから，例えば，違いに配慮したルールを受け入れた
り，仲間と教え合ったり，相手のよいプレイに称賛を送ったりす
ることなどを通して社会性が高まることについて，理解したこ
とを言ったり，書いたりしている。 
③運動やスポーツの課題を解決するための合理的な体の動かし方
などを技術といい，技能とは，合理的な練習によって身に付けた
状態であること，技能は個人の体力と関連していることについ
て，理解したことを言ったり，書いたりしている。 
各種の運動の技能を効果的に獲得するためには，その領域や
種目に応じて，よい動き方を見付けること，合理的な練習の目標
や計画を立てること，実行した技術や戦術，表現がうまくできた
かを確認すること，新たな課題を設定することなどの運動の課
題を合理的に解決する学び方があることについて，理解したこ
とを言ったり，書いたりしている。 

①運動やスポ
ーツが心身
及び社会性
に及ぼす効
果，運動や
スポーツの
学び方，安
全な運動や
スポーツの
行い方につ
いて，習得
した知識を
活用して，
運動やスポ
ーツとの多
様な関わり
方や楽しみ
方について
の自己の課
題を発見
し，よりよ
い解決に向
けて，思考
し判断して
いるととも
に，自己の
意見を言語
や記述を通
して他者に

①運動やス
ポーツの
意義や効
果と学び
方や安全
な行い方
を理解す
る こ と
や，意見
交換や学
習ノート
の記述な
どの，思
考し判断
するとと
もにそれ
らを表現
する活動
及び学習
を振り返
る活動な
どに積極
的に取り
組もうと
し て い
る。 

 

Ｈ 体育理論 第２学年 

(２)運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方 
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④安全に運動やスポーツを行うためには，特性や目的に適した運
動やスポーツを選択し，発達の段階に応じた強度，時間，頻度
に配慮した計画を立案すること，体調，施設や用具の安全を事
前に確認すること，準備運動や整理運動を適切に実施するこ
と，運動やスポーツの実施中や実施後には，適切な休憩や水分
補給を行うこと，共に活動する仲間の安全にも配慮することな
どが重要であることについて，理解したことを言ったり，書い
たりしている。 

伝えてい
る。 

単元終了時の生徒の姿（単元のゴールの姿・期待される姿） 

運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方を理解し，日常生活で各自の多様な立場で運動
やスポーツに積極的な関わり方をする生徒。 

単元を通した学習課題 本単元で働かせる見方・考え方 

運動やスポーツの意義や効果と学び
方や安全な行い方を知り，日常生活に
おいて，自分がどのように運動やスポ
ーツに関わっていくのか考えよう。 

運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方に着目
し，現在および将来における自己の適性等に応じた，多様な関
わり方と関連付けている。 

 
【指導と評価の計画】 

時 学習活動 評価の観点等  ★は記録に残す評価の場面で「具体の評価規準」 

 

 

 

 

第

１

時  

 

１ これまでに運動やス

ポーツをして，よかった

ことやうれしかったこ

とについて意見を出し

合う。 

２ 運動やスポーツは体

の発達をうながし，健康

を増進することを理解

する。 

３ 運動やスポーツは達

成感や自信をもたらし，

ストレスを軽減するこ

とを整理する。 

４ 運動やスポーツは社

会性を高めることを確

認する。 

５ 学習したことをもと

に，みんなが楽しめる大

会を考える。 

★【知①】運動やスポーツは，心身両面への効果が期待できることに

ついて，理解したことを言ったり，書いたりしている。体との関連

では，発達の段階を踏まえて，適切に運動やスポーツを行うこと

は，身体の発達やその機能，体力や運動の技能を維持，向上させる

という効果があることや食生活の改善と関連させることで肥満予防

の効果が期待できることについて，理解したことを言ったり，書い

たりしている。心との関連では，発達の段階を踏まえて，適切に運

動やスポーツを行うことで達成感を得たり，自己の能力に対する自

信をもったりすることができること，ストレスを解消したりリラッ

クスしたりすることができること，などの効果が期待できることに

ついて，理解したことを言ったり，書いたりしている。 
（方法：ワークシート・発言） 

★【知②】体力や技能の程度，年齢や性別，障害の有無等の様々な違

いを超えて，運動やスポーツを行う際に，ルールやマナーに関して

合意形成することや適切な人間関係を築くことなどの社会性が求め

られることから，例えば，違いに配慮したルールを受け入れたり，

仲間と教え合ったり，相手のよいプレイに称賛を送ったりすること

などを通して社会性が高まることについて，理解したことを言った

り，書いたりしている。（方法：ワークシート・発言） 

 

 

 

 

 

第

２

時  

１ 運動やスポーツには，

種目特有の技術や戦術

があることを理解する。 

２ 技術や戦術を身につ

ける効果的な学び方が

あることについて整理

する。 

３ 学習したことを確認

し，課題に応じた練習計

画を立てる。 

★【知③】運動やスポーツの課題を解決するための合理的な体の動かし

方などを技術といい，技能とは，合理的な練習によって身に付けた状

態であること，技能は個人の体力と関連していることについて，理解

したことを言ったり，書いたりしている。各種の運動の技能を効果的

に獲得するためには，その領域や種目に応じて，よい動き方を見付け

ること，合理的な練習の目標や計画を立てること，実行した技術や戦

術，表現がうまくできたかを確認すること，新たな課題を設定するこ

となどの運動の課題を合理的に解決する学び方があることについて，

理解したことを言ったり，書いたりしている。 
（方法：ワークシート・発言） 

★【思①】運動やスポーツが心身及び社会性に及ぼす効果，運動やス

ポーツの学び方，安全な運動やスポーツの行い方について，習得し

た知識を活用して，運動やスポーツとの多様な関わり方や楽しみ方

についての自己の課題を発見し，よりよい解決に向けて，思考し判

断しているとともに，自己の意見を言語や記述を通して他者に伝え

ている。（方法：ワークシート・発言） 
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④安全に運動やスポーツを行うためには，特性や目的に適した運
動やスポーツを選択し，発達の段階に応じた強度，時間，頻度
に配慮した計画を立案すること，体調，施設や用具の安全を事
前に確認すること，準備運動や整理運動を適切に実施するこ
と，運動やスポーツの実施中や実施後には，適切な休憩や水分
補給を行うこと，共に活動する仲間の安全にも配慮することな
どが重要であることについて，理解したことを言ったり，書い
たりしている。 

伝えてい
る。 

単元終了時の生徒の姿（単元のゴールの姿・期待される姿） 

運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方を理解し，日常生活で各自の多様な立場で運動
やスポーツに積極的な関わり方をする生徒。 

単元を通した学習課題 本単元で働かせる見方・考え方 

運動やスポーツの意義や効果と学び
方や安全な行い方を知り，日常生活に
おいて，自分がどのように運動やスポ
ーツに関わっていくのか考えよう。 

運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方に着目
し，現在および将来における自己の適性等に応じた，多様な関
わり方と関連付けている。 

 
【指導と評価の計画】 

時 学習活動 評価の観点等  ★は記録に残す評価の場面で「具体の評価規準」 

 

 

 

 

第

１

時  

 

１ これまでに運動やス

ポーツをして，よかった

ことやうれしかったこ

とについて意見を出し

合う。 

２ 運動やスポーツは体

の発達をうながし，健康

を増進することを理解

する。 

３ 運動やスポーツは達

成感や自信をもたらし，

ストレスを軽減するこ

とを整理する。 

４ 運動やスポーツは社

会性を高めることを確

認する。 

５ 学習したことをもと

に，みんなが楽しめる大

会を考える。 

★【知①】運動やスポーツは，心身両面への効果が期待できることに

ついて，理解したことを言ったり，書いたりしている。体との関連

では，発達の段階を踏まえて，適切に運動やスポーツを行うこと

は，身体の発達やその機能，体力や運動の技能を維持，向上させる

という効果があることや食生活の改善と関連させることで肥満予防

の効果が期待できることについて，理解したことを言ったり，書い

たりしている。心との関連では，発達の段階を踏まえて，適切に運

動やスポーツを行うことで達成感を得たり，自己の能力に対する自

信をもったりすることができること，ストレスを解消したりリラッ

クスしたりすることができること，などの効果が期待できることに

ついて，理解したことを言ったり，書いたりしている。 
（方法：ワークシート・発言） 

★【知②】体力や技能の程度，年齢や性別，障害の有無等の様々な違

いを超えて，運動やスポーツを行う際に，ルールやマナーに関して

合意形成することや適切な人間関係を築くことなどの社会性が求め

られることから，例えば，違いに配慮したルールを受け入れたり，

仲間と教え合ったり，相手のよいプレイに称賛を送ったりすること

などを通して社会性が高まることについて，理解したことを言った

り，書いたりしている。（方法：ワークシート・発言） 

 

 

 

 

 

第

２

時  

１ 運動やスポーツには，

種目特有の技術や戦術

があることを理解する。 

２ 技術や戦術を身につ

ける効果的な学び方が

あることについて整理

する。 

３ 学習したことを確認

し，課題に応じた練習計

画を立てる。 

★【知③】運動やスポーツの課題を解決するための合理的な体の動かし

方などを技術といい，技能とは，合理的な練習によって身に付けた状

態であること，技能は個人の体力と関連していることについて，理解

したことを言ったり，書いたりしている。各種の運動の技能を効果的

に獲得するためには，その領域や種目に応じて，よい動き方を見付け

ること，合理的な練習の目標や計画を立てること，実行した技術や戦

術，表現がうまくできたかを確認すること，新たな課題を設定するこ

となどの運動の課題を合理的に解決する学び方があることについて，

理解したことを言ったり，書いたりしている。 
（方法：ワークシート・発言） 

★【思①】運動やスポーツが心身及び社会性に及ぼす効果，運動やス

ポーツの学び方，安全な運動やスポーツの行い方について，習得し

た知識を活用して，運動やスポーツとの多様な関わり方や楽しみ方

についての自己の課題を発見し，よりよい解決に向けて，思考し判

断しているとともに，自己の意見を言語や記述を通して他者に伝え

ている。（方法：ワークシート・発言） 

 

時間 学 習 内 容 ・ 活 動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 導入 
  単元の学習内容を確認し，見通しを持つ。 
 
２ 展開 
（１）運動やスポーツを適切に行うことにより，心身両面への効果が期待できることを理解する。 
① これまでの運動やスポーツを振り返り，よかったことやうれしかったことをたくさん挙げる。 

 
 
 

② 運動やスポーツは，体の発達（体力や技能の向上）を促すことを知る。 
○体力には，「健康に生活するための体力」「運動をおこなうための体力」があることについて

知る。 
○長距離選手と中学生の血液量の対比を例に，継続したトレーニングを積むと心臓（循環器） 

が発達することなどを示す。 
 

 
 

③ 運動やスポーツによる健康の効果について知る。 
保健の学習と関連させて振り返らせる。 

④ 運動やスポーツは，達成感や自信をもたらし，ストレスを軽減させることを知る。 
自分なりのストレスへの対処法を考えさせ，日常生活と関連させる。 

 
（２）運動やスポーツを通して高められる社会性について理解する。 
① 社会性について知る。 

社会性とは，協調性，主体性，規範意識，思いやりなどにより集団をつくり，他人と関わりな

がら生活していく人間性質であることについて知る。 
② 社会性を意識し，みんなが楽しめるスポーツ大会を計画する。 
○球技の単元と関連させ，関心の高いスポーツを取り上げるようにする。 

 
 
 
 
 
 
第
３
時  

１ 運動やスポーツの実

施前に気をつけるべき

ことについて整理する。 

２ 運動やスポーツの実

施中や実施後に気をつ

けるべきことについて

まとめる。 

３ これまで学んだ知識

を活用して，運動やスポ

ーツを安全に行うため

に，自己の問題点や改善

点を考え，意見交換を行

う。 

★【知④】安全に運動やスポーツを行うためには，特性や目的に適した

運動やスポーツを選択し，発達の段階に応じた強度，時間，頻度に配

慮した計画を立案すること，体調，施設や用具の安全を事前に確認す

ること，準備運動や整理運動を適切に実施すること，運動やスポーツ

の実施中や実施後には，適切な休憩や水分補給を行うこと，共に活動

する仲間の安全にも配慮することなどが重要であることについて，理

解したことを言ったり，書いたりしている。       
（方法：ワークシート・発言） 

★【学①】運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方を理

解することや，意見交換や学習ノートの記述などの，思考し判断す

るとともにそれらを表現する活動及び学習を振り返る活動などに積

極的に取り組もうとしている。 
（方法：ワークシート・発言） 

【学習内容】 
○運動やスポーツは，心身両面への効果が期待できること。体との関連では，発達の段階を踏ま
えて，適切に運動やスポーツを行うことは，身体の発達やその機能，体力や運動の技能を維持，
向上させるという効果があることや食生活の改善と関連させることで肥満予防の効果が期待で
きること。心との関連では，発達の段階を踏まえて，適切に運動やスポーツを行うことで達成
感を得たり，自己の能力に対する自信をもったりすることができること，ストレスを解消した
りリラックスしたりすることができること，などの効果が期待できること。 
○体力や技能の程度，年齢や性別，障害の有無等の様々な違いを超えて，運動やスポーツを行う
際に，ルールやマナーに関して合意形成することや適切な人間関係を築くことなどの社会性が
求められることから，例えば，違いに配慮したルールを受け入れたり，仲間と教え合ったり，
相手のよいプレイに称賛を送ったりすることなどを通して社会性が高まること。（知） 

１年次に行った運動やスポーツは「必要性」と「楽しさ」から生まれてきた
ことについて振り返りましょう。 

体力はそれぞれ高めるのに適した時期があります。中学生は粘り強さ（運動
を長く続ける能力）が高まる時期です。 
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１ 
 
 
 
 

○競技方法・ルール，マナー面など社会性を意識したポイントを付箋に書き込む。 
 
 
 
③ みんなでまとめたルールやマナーが日常生活（学校生活）の場面にどう活用 
できるか考える。 

 
３ 終末 
本時のまとめを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 導入 

  前時の学習内容を確認し，本時の見通しを持つ。 

 

２ 展開 

（１）運動やスポーツには，特有の技術や戦術があり，それらを効果的に身につけるための学び方が

あることを理解する。 

① スポーツには，種目特有の技術や戦術があることについて知る。 

○技術：体の動かし方 

○技能：身についた能力 

○戦術：技術を選択する際の方針であり，作戦は試合を行う際の方針 

②運動やスポーツの技術や戦術を身につけるには，効果的な学び方があることを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自己（チーム）の課題から，その解決に向けて練習計画を考える。 

① 課題に応じた練習計画を立てる。 

② 練習計画を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

自分の考え 

↓ 

グループ 

考えの交流 

↓ 

全体 

考えの共有 

体力や技能の程度の違いを考えるポイントでは，バスケットボールで

ボードまたはリングに当たれば，得点を認めるなどが考えられます。 

 

【学習内容】 
○運動やスポーツの課題を解決するための合理的な体の動かし方などを技術といい，技能とは，
合理的な練習によって身に付けた状態であること，技能は個人の体力と関連していること。各
種の運動の技能を効果的に獲得するためには，その領域や種目に応じて，よい動き方を見付け
ること，合理的な練習の目標や計画を立てること，実行した技術や戦術，表現がうまくできた
かを確認すること，新たな課題を設定することなどの運動の課題を合理的に解決する学び方が
あること。（知） 
（方法：ワークシート・発言） 
○運動やスポーツが心身及び社会性に及ぼす効果，運動やスポーツの学び方，安全な運動やスポ
ーツの行い方について，習得した知識を活用して，運動やスポーツとの多様な関わり方や楽し
み方についての自己の課題を発見し，よりよい解決に向けて，思考し判断しているとともに，
自己の意見を言語や記述を通して他者に伝えること。（思） 

技術や戦術を学ぶには 
①よい動きを見つけること。 
②合理的な練習の目標や計画を立てること。 
③計画に沿って練習すること。 
④練習の成果を確かめ，改善する。 
があり，「よい動き」を見つけ，ポイントを知ることが大切です。 

球技の単元と関連させると、より効果的に学習が進められます。 

例）バスケットボール 
課  題 パスがつながらない。 
原  因 ①パスのコントロールが不正確  

②パスのスピードが遅い  
③パスをもらうためのポジショニングが悪い 

練習計画 ①パスのコントロール → 対面パス・三角パス 
②パスのスピード → 三角パス・ツーメン 
③パスをもらうためのポジショニング 
→ ツーメン・3対３パス 

個人自分の考え 
  ↓ 
グループ考えの交流 
  ↓ 
全体考えの共有 
 
の流れで 
考えを深め 
させましょう。 
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あること。（知） 
（方法：ワークシート・発言） 
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技術や戦術を学ぶには 
①よい動きを見つけること。 
②合理的な練習の目標や計画を立てること。 
③計画に沿って練習すること。 
④練習の成果を確かめ，改善する。 
があり，「よい動き」を見つけ，ポイントを知ることが大切です。 

球技の単元と関連させると、より効果的に学習が進められます。 

例）バスケットボール 
課  題 パスがつながらない。 
原  因 ①パスのコントロールが不正確  

②パスのスピードが遅い  
③パスをもらうためのポジショニングが悪い 

練習計画 ①パスのコントロール → 対面パス・三角パス 
②パスのスピード → 三角パス・ツーメン 
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→ ツーメン・3対３パス 

個人自分の考え 
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グループ考えの交流 
  ↓ 
全体考えの共有 
 
の流れで 
考えを深め 
させましょう。 

 
２ 
 

 

３ 終末 

本時のまとめを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 導入 
  前時の学習内容を確認し，本時の見通しを持つ。 
 
 
 
 
 
２ 展開 
（１）運動やスポーツを安全に行うためには，実施前・実施中・実施後に注意しなければならな
い事柄があることを理解する。 
① 運動やスポーツを安全に行うための実施前の注意点を知る。 
○計画の立案（強度，時間，頻度） 
○体調，施設，用具，服装の点検 
○心と体のウォームアップ 
② 運動やスポーツを安全に行うため，実施前中・実施後の注意点を知る。 
○休憩とこまめな水分補給 
○仲間の安全への配慮 
○クールダウン 
○自然環境（天候や気温，湿度，雷） 
○応急手当 

 
（２）安全な運動やスポーツの行い方について，問題点を指摘したり，改善点を考えたりす

る。 
① 事例から問題点を指摘し，改善点や対処法を考える。 

 
 
 
 
② グループの仲間の意見を聞き，それを参考に自分の考えを再考する。 
③ 自分のこれまでを振り返り，問題点や改善点・対処法を考える。 

 
３ 終末 
単元のまとめと振り返りを行う。 
 

 

 

 

 

 

【学習内容】 
○安全に運動やスポーツを行うためには，特性や目的に適した運動やスポーツを選択し，発
達の段階に応じた強度，時間，頻度に配慮した計画を立案すること，体調，施設や用具の
安全を事前に確認すること，準備運動や整理運動を適切に実施すること，運動やスポーツ
の実施中や実施後には，適切な休憩や水分補給を行うこと，共に活動する仲間の安全にも
配慮することなどが重要であること。（知） 

○運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方を理解することや，意見交換や学
習ノートの記述などの，思考し判断するとともにそれらを表現する活動及び学習を振り
返る活動などに積極的に取り組むこと。（思） 

生徒の日常での運動やスポーツ活動の中で，イメー
ジができるような事例を挙げ，問題点や改善点や対
処法の提案を意欲的に行わせましょう。 

 

この単元では，運動やスポーツの体や心への効果や，学び方を学習してきたが，
豊かなスポーツライフの実現へ結びつけるためには，安全な行い方を身につけ
ることも重要であることを強調し，意識付けとしたい。 

個人 

自分の考え 

↓ 

グループ 

考えの交流 

↓ 

全体 

考えの共有 
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